
    
        はじめに

        最近、電子書籍にはまっています。今まで本は雑誌以外、ほとんど読んだことはなかったんですが、電子書籍で本を読むようになってから、常に本を読むようになりました。

        残念ながら、言われていたほど電子書籍は普及していないようです。３Ｄもそうでしたが、実際に覧たり、体験したりするとその良さがわかるんですが、覧みたり、体験するにはお金や知識と言った、乗り越えなければならない壁があり、我々のようなそういった新しい技術が好きな人には低い壁でも、一般の人には高いのかもしれません。

        そんなわけで、いまいちブームに乗りきれない電子書籍。そのせいか電子書籍を作成するソフトは実はあんまり存在しないんです。

        今までSigilというフリーのソフトがあったのですが、どういうわけかWindows8.1では起動しない・・・。

        久々に立ち上げてみようとアイコンをクリックしてもうんともすんとも言わない。

        Windowsを再起動してもだめ。

        もしや！？と思いましたが、どうもWindows8.1にアップグレードしたせいっぽい。

        電子書籍として作成するには、ＥＰＵＢイーパブ形式で作成しなければなりませんが、いろいろ調べてみると、フリーのソフトでワープロ風の使い勝手で、ＥＰＵＢファイルを作成するソフトは、ほとんどないっぽい。

        　

        どうしたものかな、と思っていたのですが、ＥＰＵＢで出力できるソフトの１つに、「一太郎」がある、というので、いろいろ調べてみました。

        すると、マイクロソフトのワープロソフト、「ワード」がインストールされているパソコンなら、８０００円ちょっと出せば一太郎が購入できるという。

        私のパソコンはワードがインストール（一度も使ったことがないけれど・・・）されていたので、８０００円ちょっとでＥＰＵＢが作成できるなら、と思い、購入してみました。

        それにＡＴＯＫもついてくるし。

        　

    

    
        一太郎の使い心地

        　

        一太郎の使い心地ですが、ワープロソフトをほとんど使ったことがないので、なれるまではちょっと使いにくかったです。が、ある程度なれてくると、普通にブログに記事を投稿するように書けるようになってきました。

        ただ、縦書きモードにするとちょっと違和感があります。書式やページ設定をきちんとしないと、とてもじゃないけれど読みにくい表示になってしまったりするようです。

        ここで書いた文章を直接一太郎からブログに投稿できたりしたらおもしろいのにな。

        でも、縦書きというのはなかなか新鮮でいいかもしれない。

        縦書き入力にすると、今までのソフトだと、文字が縦にきちっとまっすぐに並ばず、でこぼこしていましたが、一太郎ではそういったことがないようです。

        　

    

    
        ＥＰＵＢで作成できる？

        　

        ちゃんと一太郎でもＥＰＵＢ形式で作成できました。縦書きも横書きも出来ます。

        また、半角英数字を縦書きで使うと、横向き（寝転んだ感じ）になってしまいますが、ＡＴＯＫと一太郎の組み合わせを使っていると、何度か全角で入力すると、学習して次回以降全角で入力してくれるようです。

        半角で入力すると、ATOK2014

        全角で入力すると、ＡＴＯＫ２０１４

        Ｓｈｉｆｔキーを押しながらキーボードを押すと、普通半角英数字モードになったりするのですが、ＡＴＯＫでは学習してそのまま全角のままで入力できるようです。

        標準のままＥＰＵＢイーパブ形式で保存すると、行間がすごく狭く、ｉＰｈｏｎｅなどで読もうとすると読みにくかったりしますが、行間を広くすることも出来ます。

        行間を広くするには、「書式」→「改行幅」→「広く」などで広く出来ますが、全体を選択してから指定しないと、カーソルがある場所の行しか広くならないので注意。

        　

    

    
        目次の作成

        　

        Ｓｉｇｉｌでは、見出しタグがあると、自動的に目次に拾ってくれましたが、一太郎には見出し自体がないっぽい。

        もし、目次などを作る場合は、「ツール」→「目次/牽引」→「目次設定/解除」で目次に指定したい行を指定することで作成できます。

        　

    

    
        ふりがな

        　

        もちろんふりがなも振ることが出来ます。ＡＴＯＫエイトツクのように表示されます。

        　

        このように画像も挿入することが出来ます。

        画像の大きさはドラッグで自由に変更できます。文字は画像の下にちゃんと回り込んでくれるようです。が、あまり画像の大きさを大きくしてしまうと、表示がおかしくなってしまうっぽいです。

        

        　

        

        このように強制的に改ページにすることも出来ます。

        改ページにするには、「挿入」→「記号/リーダ/スペース」→「改ページ」で強制的に次のページにすることが出来ます。
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